
ご　

挨　

拶

新
潟
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
椎
谷

周
平
と
申
し
ま
す
。
前
年
に
引
き
続
き
本
年
度

も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
各
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
活
動
を
は
じ
め
、
当
連
合
会
活
動
へ
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
は
卯
年
と
い
う
こ
と
で
、
う
さ

ぎ
は
、
子
沢
山
で
元
気
よ
く
飛
び
跳
ね
る
こ
と

か
ら
「
繁
栄
・
飛
躍
の
年
」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
過
去
の
卯
年
２
０
１
１
年
は
、
１
ド
ル

75
円
32
銭
の
歴
史
的
な
過
去
最
高
の
円
高
を
記

録
し
た
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
徐
々
に
円
安
か

ら
円
高
に
転
じ
、
物
価
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
５
月
８
日
か
ら
５
類
感
染
症
に
移
行
さ

れ
、W

ith

コ
ロ
ナ
か
らA

fter

コ
ロ
ナ
へ
と

社
会
全
体
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
大
き
な
変
化
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
う
さ
ぎ
の
よ
う
な
大
き
な
耳

で
、
様
々
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
新
し
い
ト

レ
ン
ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
新
た
な
飛
躍
・
繁
栄
の
新
時
代
と

な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
14
〜
15
日
に
は
、
北
信
越
５
県

よ
り
、
８
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
会
員
の
ご

参
加
を
得
て
、
令
和
５
年
度
北
信
越
地
区
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
新
潟
大
会
が
、

新
潟
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
４
年
振
り
と
な
る
教
育
懇
談
会
も

多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
酒
蔵
数
全
国
１

位
で
あ
る
新
潟
県
の
地
酒
で
盃
を
交
わ
し
な
が

ら
、
北
信
越
地
区
の
皆
様
と
楽
し
く
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
設
営
・
準

備
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
関
係
者

の
皆
様
、
本
大
会
実
行
委
員
長
と
し
て
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
は
、
急
速

に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域

社
会
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

連
携
す
る
こ
と
で
無
理
な
く
活
動
し
や
す
い
環

境
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
高
Ｐ
連
総
会
と
研
究
協
議
会
は
、

去
る
６
月
２
日
（
金
）
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、同
時
に
、（
一
社
）

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
社
員
総

会
も
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
の
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
、
役
員
改
選
、
そ
し
て
今
年
度

の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
審
議
さ
れ
、
問
題
な

く
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
の
総
会
の
後
、
研
究
協
議
会
と
し
て
４

つ
の
委
員
会
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
４

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
提
案
発
表
と
協
議
が
あ
り
ま

し
た
。

　

第
１
発
表
は
万
代
高
校
で
「
万
代
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
こ
の
３
年
間
の
教
育
活
動
支
援

と
今
後
の
展
望
～
」、
第
２
発
表
は
津
南
中
等

教
育
学
校
で
「
中
等
教
育
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
」、
第
３
発
表
は
上
越
総
合
技
術
高
等
学
校

で
「
上
越
総
合
技
術
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
取
り
組
み
～
生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
様
々
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
作
り
・
雰
囲

気
作
り
～
」、
第
４
発
表
は
村
上
高
等
学
校
で

「
時
代
に
合
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
実
践
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
各
校
と

も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
制
限
下
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

苦
労
し
て
い
る
状
況
や
、
少
し
ず
つ
活
動
を
再

開
し
学
校
と
の
協
力
や
支
援
を
進
め
て
い
く
様

子
が
う
か
が
え
、
本
校
で
の
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
～
人
生
山
あ
り
谷
あ
り
～
」
と
題

し
て
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
村
真

衣
様
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ド

ニ
ー
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
る
な
ど
、

一
流
ア
ス
リ
ー
ト
な
ら
で
は
の
実
体
験
を
も
と

に
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
、
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
母

の
支
え
の
大
き
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
講
演
で
し
た
。

　

ま
た
教
育
懇

談
会
で
は
、
各

校
の
活
動
状
況

や
取
組
予
定
な

ど
の
情
報
交
換

が
で
き
、
有
意

義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会　

長

椎　

谷　

周　

平

椎
　
谷
　
俊
　
浩

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
報
告

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
報
告
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令和５年度 北信越地区高等学校ＰＴＡ連合会研究大会 新潟大会令和５年度 北信越地区高等学校ＰＴＡ連合会研究大会 新潟大会
輝く未来への飛躍

～しなやかな強さで生き抜く力～
輝く未来への飛躍

～しなやかな強さで生き抜く力～

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
学
校
行
事
等
を
盛
り
上
げ

る
活
動
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
文
化
祭
を
盛
り

上
げ
る
食
品
提
供
、
三
年
生
の
受
験
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
る
合
同
学
習
室
等
で
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
の
活
動
は
で
き
な
く
な
り
、

保
護
者
が
学
校
を
訪
れ
る
機
会
も
減
り
、「
子

の
学
校
に
お
け
る
活
躍
や
様
子
を
見
た
い
が
見

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
い
う
声
が
高

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
行
事
で
の
子
ど
も
達

の
様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
す
る
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。
業
者
へ
の
依
頼
は
お
金
も

大会日程

時　　間 行　　　事 会　場

12：30～13：30 受付

新潟県民会館
（大ホール）

13：30～14：00 開会式
（挨拶・表彰・来賓祝辞・来賓等紹介）

14：10～14：30 歓迎アトラクション

14：30～14：50 休憩

14：50～17：00 発表（１校20分以内）
　第１発表（長野県）　第２発表（福井県）
　第３発表（石川県）　休憩（10分）
　第４発表（富山県）　第５発表（新潟県）
　質疑・講評

17：00～18：30 移動

18：30～20：30 教育懇談会 Ａ Ｎ Ａ ク ラ ウ ン
プラザホテル新潟

時　　間 行　　　事 会　場
９：00～９：40 入場

新潟県民会館
（大ホール）

９：40～11：10 記念講演（司会 伊勢みずほ 様）
講師　俳優 高橋　克実 様
　演題　「僕が役者になった理

わ

由
け

～少年時代が育んだ映画やドラマへの憧れ～」
11：10～11：20 会場準備

11：20～11：50
閉会式
　大会宣言
　次年度開催長野県代表挨拶
　閉会挨拶

●大会第２日　７月15日㈯

●大会第１日　７月14日㈮

万
代
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　

〜
こ
の
三
年
間
の
教
育
活
動
支
援
と

今
後
の
展
望
〜

新
潟
市
立
万
代
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

　
桐
　
康
　
正

全
体
会
発
表

全
体
会
発
表

記　

念　

講　

演

演　

題

　
「
僕
が
役
者
に
な
っ
た
理わ

由け

　
　

～
少
年
時
代
が
育
ん
だ
映
画
や

ド
ラ
マ
へ
の
憧
れ
～
」

講
師　

俳
優　

高　

橋　

克　

実 

様

　
　
　

司
会　

伊　

勢　

み
ず
ほ 

様

か
か
り
ま
し
た

が
、
早
く
、
き

れ
い
で
的
確
な

映
像
を
保
護
者

に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
も
と
も

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ

り
や
異
文
化
交

流
会
等
、
保
護

者
と
学
校
、
地

域
と
学
校
を
繋

ぐ
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
に
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実

行

委

員

長　
　
　
　

椎　

谷　

周　

平

（
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
）

総

務

部

会

長　
　
　
　

丸　

山　
　
　

智

（
新
潟
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）　　
　
　

全
体
会
式
典
部
会
長　
　
　
　

椎　

谷　

俊　

浩

（
新
潟
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）　　
　

発

表

部

会

長　
　
　
　

内　

山　

武　

晴

（
新
潟
翠
江
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）　　

資
料
広
報
部
会
長　
　
　
　

村　

山　

弥　

紀

（
新
潟
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）　　

歓

迎

部

会

長　
　
　
　

土　

田　

貴　

子

（
新
潟
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）　　
　

会
場
責
任
者　

新
潟
翠
江
高
等
学
校

　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　
　

内　

山　

武　

晴

　
　
　
　

校　

長　
　
　
　
　

小　

林　

麻
利
子

司
　
会
　
者　

新
津
高
等
学
校

　
　
　
　

親
師
会
会
長　
　
　

石　

本　
　
　

岳

　
　
　
　

校　

長　
　
　
　
　

小　

林　

英　

明

助
　
言
　
者　

新
潟
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

指
導
第
１
係
長　
　

小　

竹　

博　

昭

　
　
　
　

高
田
高
等
学
校
長　

山　

田　

喜　

昭

記
　
録
　
者　

新
津
高
等
学
校

親
師
会
副
会
長　
　

大　

澤　

栄　

子

　
　
　
　

親
師
会
副
会
長　
　

清　

水　

か
お
り

磯
田
　
一
裕（
高
田
商
業
）　
西
澤
　
敬
介（
長
　
岡
）

宮
野
紳
一
朗（
新
発
田
）　
星
野
　
晃
都（
新
潟
工
業
）

五
十
嵐
　
亨（
五
　
泉
）　
山
木
　
英
明（
新
潟
南
）

吉
田
美
紀
子（
栃
　
尾
）　
東
　
　
直
子（
出
雲
崎
）

新
潟
大
会
実
行
委
員
会

全
体
会
発
表　

会
場
責
任
者
・
司
会
者
・

助
言
者
・
記
録
者　

一
覧

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

表
彰
状
受
賞
者



　

本
校
は
平
成
十
五
年
に
高
田
工
業
高
校
と
直

江
津
工
業
高
校
が
統
合
し
上
越
総
合
技
術
高
等

学
校
と
改
称
、
今
年
で
二
十
一
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
一
年
次
に
共
通
専
門
科
目
を
通
し
て
将

来
の
職
業
を
考
え
、
二
年
次
か
ら
は
機
械
創
造

工
学
科
、
電
気
情
報
科
、
建
築
環
境
科
、
土
木

防
災
科
と
い
っ
た
多
彩
な
学
科
コ
ー
ス
を
設
置

し
実
践
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
五
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
は
じ
ま
り

体
育
祭
で
の
給
水
所
の
運
営
、
七
月
に
は
子
ど

も
達
、
先
生
方
、
保
護
者
で
の
高
田
城
址
公
園

の
ク
リ
ー
ン
活
動
、
九
月
に
は
花
い
っ
ぱ
い
活

動
で
中
庭
に
芝
桜
の
移
設
を
し
、
秋
の
緑
苑
祭

（
文
化
祭
）
で
は
バ
ザ
ー
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

を
行
い
ま
し
た
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
各
ご

家
庭
か
ら
想
像
を
上
回
る
ご
協
力
を
頂
き
、
た

く
さ
ん
の
食
材
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
生
徒
玄
関
前

で
の
朝
の
挨
拶
運
動
、
子
ど
も
達
の
学
校
生
活

の
様
子
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
を
ま
と
め
た
会

報
の
発
行
を
年
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
校
に
行
き
、
子
ど
も
達
を
見
て
、
今
日

の
こ
と
を
話
す
」
を
心
掛
け
、
子
ど
も
達
の
充

実
し
た
高
校
生
活
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
は
、
県
内
で
四
番
目
に
設
置
さ
れ
た
県

立
中
等
教
育
学
校
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
定
員
割
れ
が
続
き
、

令
和
二
年
度
に
は
募
集
停
止
の
話
が
持
ち
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
学
校

説
明
会
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
直
接
話
を
す
る

機
会
を
も
っ
た
り
、
卒
業
生
や
現
役
生
に
も
Ｐ

Ｒ
活
動
の
協
力
を
仰
い
だ
り
す
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に
志
願

者
数
が
増
加
し
、
令
和
五
年
度
入
試
で
は
八
年

ぶ
り
に
定
員
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
校
以
来
、
保
護
者
と
先
生
方
が
車
の
両
輪

と
な
り
、
生
徒
た
ち
の
「
夢
の
実
現
」
を
目
指

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ

の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
思
う
よ
う
な

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

度
は
新
た
な
活
動
と
し
て
、文
化
祭
で
の「
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
誘
致
」
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
中
等
教
育
学
校
に
通
う
六
年
間
は
身

体
的
成
長
が
著
し
く
、
必
ず
制
服
の
買
い
換
え

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
着
ら
れ
な
く

な
っ
て
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
制
服
な
ど
を
集
め

て
「
制
服
の
リ
ユ
ー
ス
」
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
さ

ら
に
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
令
和
二
年
度
に
創
立
百
二
十
周
年

を
迎
え
た
伝
統
校
で
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

誇
り
と
さ
れ
て
い
る
学
校
で
す
。
探
究
活
動
で

あ
る
「
村
高
イ
ヨ
ボ
ヤ
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
地

域
や
世
界
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
ら
得
た

知
識
や
考
え
方
を
生
か
し
な
が
ら
、
将
来
、
社

会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
っ
た
生
徒

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒

の
出
身
中
学
校
区
か
ら
役
員
を
選
出
し
、
三
役

及
び
地
区
理
事
を
中
心
に
年
間
の
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
総
務
部
、
教
育
部
、
指
導
部
、

保
健
厚
生
部
の
四
つ
の
専
門
部
が
役
割
を
担
い

な
が
ら
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
専
門
部
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
総
務

部
は
、
主
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」
の
作
成
を
行

い
、
教
育
部
は
、
保
護
者
対
象
の
進
学
説
明
会

及
び
人
権
教
育
、
同
和
教
育
講
演
会
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
導
部
は
、
主
に
、

生
徒
指
導
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

保
健
厚
生
部
は
、
学
園
祭
へ
の
参
加
及
び
保
健

講
演
会
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
に
比
べ
て
、
学
校
の
規
模
が
小
さ
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
参
加

し
や
す
く
、
か
つ
学
校
活
動
に
お
い
て
欠
か
せ

な
い
も
の
を
精
選
し
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
い
、
学
校
を
よ
り
活
性
化
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
の
繋
ぐ
取
組
と
な
り
、
大
切
な
役
割
を

果
た
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
知

ら
な
い
状
況
で
す
。
今
後
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
に
近
づ
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
こ
の
三
年
間
に
な
く
な
っ
た
活
動

も
あ
り
、
何
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
近

づ
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
発
案
も
評
価
も
難
し

い
状
況
で
す
。

　

三
年
間
で
の
学
校
の
変
化
の
大
き
さ
を
実
感

し
た
の
が
五
月
十
三
日
（
土
）
の
公
開
授
業
で

す
。
教
員
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持
ち
歩
い
て
電
子
黒

板
を
操
作
し
、
生
徒
は
全
員
が
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持

ち
、
課
題
に
取
り
組
む
授
業
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
以
前
は
な
か
っ
た
光
景
に
、
感
染
拡
大
防

止
と
い
う
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
の

叡
知
や
熱
意
が
あ
り
あ
り
と
現
れ
て
い
ま
し

た
。

　

生
徒
や
学
校
の
頑
張
り
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
私
た
ち
も
「
教
育
の
振
興
を
は
か
り
、
生

徒
の
福
祉
を
増
進
す
る
」
と
い
う
万
代
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
目
的
に
沿
い
、
一
つ
一
つ
の
活
動
に
、

し
っ
か
り
と
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
県
高
Ｐ
連
総
会
で
も
口
頭
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

村
上
高
校
の
教
育
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

上
越
総
合
技
術
高
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み

中
等
教
育
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

村
上
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

小
林
　
重
樹

　

上
越
総
合
技
術
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

長
　
　
和
子

　

津
南
中
等
教
育
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

宮
内
裕
見
子

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
誌
上
発
表

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
口
頭
発
表

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
誌
上
発
表

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
口
頭
発
表
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総
務
部
会
は
新
潟
高
校
、
新
潟
中
央
高
校
、

新
潟
東
高
校
の
３
校
で
構
成
さ
れ
、
主
に
大
会

宣
言
文
作
成
、
教
育
懇
談
会
の
計
画
・
運
営
等

の
業
務
を
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
に
行
わ
れ
た
新
潟
大
会
に
お
け

る
業
務
記
録
や
反
省
事
項
を
参
考
に
、
高
Ｐ
連

事
務
局
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
メ
ー
ル
等
に

よ
る
部
内
で
の
打
ち
合
わ
せ
、
部
会
代
表
者
会

議
、
実
行
委
員
会
で
の
打
ち
合
わ
せ
等
を
行
い

な
が
ら
事
前
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
場
で
の
参
加
者
受
け
入
れ
準
備

業
務
、
一
般
参
加
者
の
受
付
業
務
、
御
来
賓
の

方
々
の
誘
導
、
懇
談
会
の
司
会
業
務
及
び
そ
の

他
諸
々
の
業
務
を
行
い
、
他
県
で
行
わ
れ
る
大

会
に
参
加
す
る
時
に
は
余
り
意
識
す
る
こ
と
の

な
い
開
催
県
の
苦
労
を
感
じ
る
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染

症
へ
の
移
行
後
初
め
て
の
北
信
越
地
区
の
大
会

で
し
た
が
、
八
百
人
を
超
え
る
県
内
外
の
方
々

が
出
席
し
盛
会
の
う
ち
に
お
わ
り
、
参
会
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
笑
顔

で
お
帰
り
頂
け
た

事
に
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

　

御
多
用
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
会
の

運
営
に
御
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
保

護
者
の
皆
様
、
先

生
方
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

全
体
会
式

典
部
会
は
主

に
実
行
委
員

会
と
の
連
絡

調
整
や
式

典
・
講
演
会

に
関
わ
る
全

体
計
画
の
推

進
と
進
捗
状

況
の
把
握
等

を
行
い
ま
し

た
。
会
場
設

営
（
巻
総
合

高
校
）、
舞

台
進
行
（
新
潟
工
業
高
校
）、
来
賓 

（
新
潟
南

高
校
）
誘
導
整
理
（
万
代
高
校
、
北
越
高
校
）

の
五
校
で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
五
年
前
の
新

潟
大
会
の
業
務
進
行
を
参
考
に
し
な
が
ら
全
体

会
シ
ナ
リ
オ
の
見
直
し
や
各
係
の
業
務
内
容
の

確
認
、
来
賓
の
確
認
な
ど
を
一
つ
一
つ
進
め
て

い
き
ま
し
た
。
大
会
二
日
間
は
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
記
念
講
演
と
し
て
三
条
市
出
身

の
俳
優
高
橋
克
実
さ
ん
か
ら
「
僕
が
役
者
に

な
っ
た
理
由
～
少
年
時
代
が
育
ん
だ
映
画
や
ド

ラ
マ
へ
の
憧
れ
～
」
と
題
し
て
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
伊
勢
み
ず
ほ
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
形
式
で

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
画
好
き
の
少

年
時
代
か
ら
役
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
現
在
に

至
る
ま
で
の
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

五
年
ぶ
り
の
主
管
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

く
、
改
め
て
各
係
業
務
で
ご
支
援
・
ご
協
力
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、
教
職
員
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
表
部
会
は
、
明
鏡
高
校
、
新
潟
北
高
校
、

新
潟
翠
江
高
校
の
三
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
力
し
、

北
信
越
地
区
五
県
の
各
代
表
者
に
よ
る
発
表
を

運
営
し
ま
し
た
。

　

今
年
二
月
の
実
行
委
員
会
に
お
い
て
新
潟
翠

江
高
校
が
取
り
ま
と
め
校
に
決
ま
り
、
発
表
部

会
の
運
営
方
針
や
部
会
内
編
成
、
業
務
内
容
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
業
務
内
容
は
、進
行
シ
ナ
リ
オ
の
作
成
、

当
日
の
発
表
者
の
受
付
・
誘
導
、
リ
ハ
ー
サ
ル

補
助
、
直
前
打
合
せ
会
の
開
催
な
ど
で
す
。

　

当
日
は
、
総
務
係
を
中
心
に
、
接
待
係
、
受

付
補
佐
係
、
案
内
誘
導
係
、
リ
ハ
ー
サ
ル
・
放

送
・
照
明
係
に
分
か
れ
、
運
営
に
携
わ
り
ま
し

た
。
大
変
熱
の
こ
も
っ
た
、
ま
た
有
意
義
な
発

表
、
質
疑
・
講
評
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
業
務
支
援
の
保
護

者
の
皆
様
、
担
当
の
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

資
料
広
報

部
会
で
は
、

大
会
前
日

の
、
資
料
や

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
袋
詰
め

作
業
（
九
百

部
）
と
、
大

会
当
日
の
受

付
業
務
を
担

当
し
ま
し

た
。
前
回
大

会
と
の
大
き

な
違
い
は
、

県
民
ロ
ビ
ー
（
正
面
入
口
先
の
ス
ペ
ー
ス
）
を

受
付
で
使
用
で
き
な
か
っ
た
事
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
法
上
の
五
類
に

移
行
し
た
と
は
い
え
、
感
染
防
止
の
た
め
に
密

を
さ
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
付
を
し
て
も
ら
う
か

が
課
題
で
し
た
。
大
ホ
ー
ル
の
周
辺
の
ス
ペ
ー

ス
を
五
カ
所
に
分
け
、
受
付
場
所
を
設
置
す
る

こ
と
で
、大
き
な
混
雑
は
避
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

県
に
よ
っ
て
は
、
階
段
を
上
下
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
来
場
者
に
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か
ら
は
、

次
回
開
催
の
際
に
は
、
参
加
申
し
込
み
登
録
確

認
証
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
化
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
入
場

者
を
管
理
で
き
れ
ば
、
受
付
時
の
混
乱
を
よ
り

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
受
付
の
人

員
も
削
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
、
ア

イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

資
料
広
報
部
の
仕
事
を
通
し
て
、
他
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
の
方
々
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
り
、

様
々
な
情
報
交
換
が
で
き
た
の
は
、
大
変
有
意

義
な
時
間
で
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

各
部
会
の
活
動
状
況

各
部
会
の
活
動
状
況
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総
務
部
会
　
新
潟
高
等
学
校

　

全
体
会
式
典
部
会 

新
潟
南
高
等
学
校

　

発
表
部
会
　
新
潟
翠
江
高
等
学
校

　

資
料
広
報
部
会 

新
潟
商
業
高
等
学
校



　

歓
迎
部
会
は
、
八
百
人

超
の
来
場
者
に
対
し
、
①

市
役
所
前
バ
ス
停
か
ら
会

場
へ
、
初
め
て
の
道
を
迷

わ
な
い
よ
う
に
誘
導
す
る

こ
と
、
②
教
育
懇
談
会
場

行
き
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗

車
確
認
を
補
助
す
る
こ

と
、
③
全
日
程
終
了
後
に

お
見
送
り
す
る
こ
と
、
を

主
な
仕
事
と
し
、
笑
顔
で

の
「
お
も
て
な
し
」
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

県
立
巻
高
等
学
校
、
県
立
新
津
高
等
学
校
、

市
立
高
志
中
等
教
育
学
校
、
県
立
新
潟
西
高
等

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
並
び
に
各
校
の
校
長

先
生
、
教
頭
先
生
方
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
大
き
な
事
故

も
な
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
二
日
間
と
な
り
ま
し

た
。改
め
て
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
回
か
ら
の
反
省
と
変
更
部
分
を
勘
案
し
、

業
務
内
容
を
修
正
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
雨
天

時
の
準
備
不
足
等
、
課
題
も
い
く
つ
か
見
つ
か

り
ま
し
た
。
改
め
て
、
今
回
の
業
務
内
容
を
整

理
、
反
省
し
、
次
回
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

記
念
写
真
（
証
拠
写
真
？
）
を
大
看
板
の
前

で
撮
影
を
す
る
方
々
に
お
声
が
け
し
、
お
手
伝

い
し
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

歓
迎
部
会
　
新
潟
西
高
等
学
校

【
他
県
の
発
表
】

⑴　

全
体
会
発
表

高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ　

長
野
県
南
安
曇
農
業
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長　

中
川
雅
能

生
徒
と
学
校
を
支
援
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

福
井
県
立
坂
井

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

安
久
武
志

津
幡
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

石
川
県
立
津
幡
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長　

安
場
智
佳

校
則
の
見
直
し
を
通
し
て
家
庭
と
学
校
の
連
携
を
考
え
る

　

富
山
県
立
大
門
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

山
崎
正
治

⑵　

誌
上
発
表
（
全
体
会
発
表
を
除
く
）

①　

長
野
県

長
野
県
長
野
南
高
等
学
校
の
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ　

長
野

県
長
野
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

山
本
金
一

生
活
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ　

～
生
徒
支
援
的
な
視
点
を
大
切
に

し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
実
践
～　

長
野
県
東
御
清
翔
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

依
田
直
枝

家
庭
教
育
と
阿
南
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

長
野
県
阿
南

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

佐
々
木
達
也

②　

福
井
県

「
笑
顔
」
で
明
る
く
楽
し
く
実
り
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目

指
し
て　

福
井
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

漆
﨑
直
光

武
生
高
等
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

福
井
県
立
武
生
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

宮
本
理

若
狭
高
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て　

福
井
県
立

若
狭
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

岩
﨑
正
洋

③　

石
川
県

小
松
工
業
高
等
学
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

石
川
県
立

小
松
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

打
田
圭
寛

金
沢
商
業
高
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

石
川
県
立
金
沢

商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

青
木
千
晴

繋
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言　

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
持
続
可
能
な

取
り
組
み
～　

石
川
県
立
志
賀
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

水
澗
誠
二

④　

富
山
県

富
山
県
立
滑
川
高
等

学
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動　

富
山
県
立

滑
川
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長　

髙
木
久
斗

「
自
ら
学
び
思
い
律

す
る
」
生
徒
を
支
援

す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

富
山
県
立
富
山
南
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

増
田
雅
樹

富
山
県
立
南
砺
福
野

高
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動　

富
山
県
立

南
砺
福
野
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

横
山

征
典

新
潟
中
央
高
等
学
校

器
楽
・
管
弦
楽
部
及
び
コ
ー
ラ
ス
部

　

新
潟
中
央
高
校
に
は
音
楽
科
が
あ
り
、
生
徒

は
特
色
を
生
か
し
た
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
器
楽
・
管
弦
楽
部
は
毎
年
「
全
国
総
合
文

化
祭
」
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ラ
ス
部
は

今
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
新

潟
県
大
会
」
で
金
賞
を
受
賞
し
、「
同
コ
ン
ク
ー

ル
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
に
出
場
し
ま

し
た
。
今
大
会
の
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
か
ら
の

メ
ド
レ
ー
と
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
荒
川
静

香
さ
ん
が
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
で
使
用
し
た
楽
曲

「
ユ
ー
・
レ
イ
ズ
・
ミ
ー
・
ア
ッ
プ
」
を
お
聴

き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
な
ら
で
は
の
さ

わ
や
か
な
歌
声
と
演
奏
が
ご
来
場
の
皆
様
を
魅

了
し
、会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
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大　

会　

宣　

言

　

私
た
ち
北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

は
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、
主
体
的
か
つ
創
造
的

に
生
き
る
青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
て
、
北
信
越
地

区
各
県
の
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
さ
を
増
し
、

変
動
性
（V

olatility

）、不
確
実
性
（U

ncertainty

）、

複
雑
性
（Com

plexity

）、
曖
昧
性
（A

m
biguity

）

に
溢
れ
、
予
測
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
「V

U
CA

時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
自
己
の

お
か
れ
て
い
る
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
局
面

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
と
、
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
収
集
・
活
用
し
、
一

人
一
人
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
他
者
と
協
働
し
て

難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
実
行
力
の
育
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
ら
の
力
を
育
む
た
め
に
は
、

本
日
お
集
り
の
皆
様
を
中
心
と
し
た
私
た
ち
大
人
が

範
を
示
し
、
持
っ
て
い
る
知
見
と
本
大
会
で
培
っ
た

絆
を
活
か
し
な
が
ら
、
各
地
域
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
成
長
し
活
躍
し

て
ゆ
け
る
未
来
の
実
現
に
向
け
、
各
地
区
に
お
け
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を

願
い
、
下
記
の
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

一　

私
た
ち
は
、
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
の
中

に
あ
っ
て
も
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
と
誇
り
を
胸

に
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
柳
の
如
く
粘
り
強
く
挑

戦
し
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
、
た
く
ま
し

い
青
少
年
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

一　

私
た
ち
は
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
、
子
ど
も

た
ち
が「
想
定
外
」や
前
例
の
無
い
事
柄
に
向
か
っ

て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
立
ち
向
う
力
の
育
成
が
実

現
で
き
る
よ
う
、
学
校
で
の
教
育
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

一　

私
た
ち
は
、子
ど
も
が
自
身
の
強
み
を
生
か
し
、

多
様
性
を
認
め
あ
う
な
か
で
、
将
来
活
躍
で
き
る

人
材
と
し
て
生
き
生
き
と
成
長
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
と
日
々
の
研

鑽
に
努
め
ま
す
。

令
和
五
年
七
月
十
五
日

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

令 和 ５ 年 度

北信越地区研究大会新潟大会北信越地区研究大会新潟大会

資　　料

期　日　　令和５年７月 14 日㈮～ 15 日㈯
会　場　　新潟県民会館

ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

期　日　　令和５年７月 14 日㈮～ 15 日㈯
会　場　　新潟県民会館

ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

北信越地区高等学校ＰＴＡ連合会北信越地区高等学校ＰＴＡ連合会



編 集 後 記
地区名 地区ＰＴＡ 

幹事校
開催期日
（曜日）

開催
時刻 会　　　場 当番校

1 新 　 潟 新 潟 工 業 11月22日㈬ 14：30 新潟東映ホテル 市立万代
2 巻 巻 総 合 11月29日㈬ 14：00 巻ふれあい福祉センター 巻 総 合
3 新発田・村上 新 発 田 11月20日㈪ 13：30 胎内市産業文化会館 中 条
4 新 　 津 新 　 津 11月22日㈬ 14：30 新津地域交流センター 新 津
5 長 　 岡 長 　 岡 11月９日㈭ 15：00 アトリウム長岡 長岡明徳
6 三 　 条 三 条 東 11月16日㈭ 14：00 加茂市産業センター 加 茂
7 魚 　 沼 小 千 谷 11月17日㈮ 13：30 ラポート十日町 十 日 町
8 柏 　 崎 柏 　 崎 11月20日㈪ 14：00 柏崎市立図書館ソフィアセンター 新潟産大附属
9 高田・直江津 直江津中等 11月17日㈮ 14：30 ホテルハイマート（直江津駅前） 糸魚川白嶺
10 佐 　 渡 佐 　 渡 11月17日㈮ 14：00 ホテル志い屋 佐渡中等

令和５年度　地区ＰＴＡ研修会の開催予定

会
　
　
　
長

　

椎
谷　

周
平
（
新
潟
中
央
）

副
　
会
　
長

　

水
口　

英
昭
（
高
田
商
業
）　

土
田　

直
久
（
長　

岡
）

　

平
井　
　

孝
（
新
発
田
）　

鵜
瀬　

建
二
（
新
潟
工
業
）

　

小
竹　

聖
一
（
新
潟
中
央
）

理
　
　
　
事

　

山
田　

大
介
（
柏　

崎
）　

木
下　

和
紀
（
直
江
津
中
等
）

　

倉
又　
　

康
（
糸
魚
川
）　

山
田　

喜
昭
（
高　

田
）

　

伊
丹　
　

新
（
長
岡
大
手
）　

早
川
沙
友
理
（
三
条
東
）

　

松
田　

貞
雄
（
小
千
谷
）　

鈴
木　

勇
二
（
長　

岡
）

　

中
條　

雄
一
（
巻
総
合
）　

小
林　

重
樹
（
村　

上
）

　

石
本　
　

岳
（
新　

津
）　

森
川　

幸
彦
（
佐　

渡
）

　

丸
山　
　

智
（
新　

潟
）　

椎
谷　

俊
浩
（
新
潟
南
）

　

土
田　

貴
子
（
新
潟
西
）　

小
川　

正
樹
（
新　

潟
）

監
　
　
　
事

　

東
條　

國
弘
（
新　

井
）　

宮
沢　

徹
也
（
十
日
町
）

　

加
藤　
　

樹
（
新
発
田
商
業
）　

内
山　

武
晴
（
新
潟
翠
江
）

幹
　
　
　
事

　

北
岸　

信
治
（
柏　

崎
）　

保
坂　
　

哲
（
高
田
北
城
）

　

阿
部　
　

愼
（
高
田
農
業
）　

植
木　
　

勲
（
直
江
津
中
等
）

　

大
島　

博
文
（
長
岡
商
業
）　

勝
山　

宏
子
（
三　

条
）

　

川
上　
　

豪
（
三
条
東
）　

小
林　

裕
貴
（
小
千
谷
西
）

　

矢
沢　
　

明
（
巻
総
合
）　

灰
野　

正
宏
（
新
発
田
）

　

平
山　
　

剛
（
村　

上
）　

小
林　

英
明
（
新　

津
）

　

星　
　

達
哉
（
新
潟
北
）　

小
畑　

智
嗣
（
新
潟
商
業
）

　

岩
﨑　
　

啓
（
新
潟
向
陽
）　

灰
野　
　

仁
（
高
志
中
等
）

事
　
務
　
局

　

岩
田　

宏
樹
（
事
務
局
長
）　

関
矢　

和
彦
（
事
務
局
次
長
）

　

古
川　
　

昇
（
新
潟
商
業
）　

佐
藤　

政
則
（　

巻　

）

　

田
中　

義
信
（
新　

津
）　

齊
藤　

和
志
（
糸
魚
川
白
嶺
）

　

山
﨑　

謙
徳
（
柏
崎
翔
洋
中
等

）　

磯
田　

一
裕
（
高
田
商
業
）

　

西
澤　

敬
介
（
長　

岡
）　

宮
野
紳
一
朗
（
新
発
田
）

　

星
野　

晃
都
（
新
潟
工
業
）　

九
里　

悠
禅
（
柏　

崎
）

　

小
川　

節
雄
（
糸
魚
川
）　

曳
田　

竜
介
（
長
岡
大
手
）

　

白
鳥　
　

賢
（
三
条
東
）　

中
島　

康
子
（
小
千
谷
）

　

小
田　

将
之
（
新　

潟
）　

梅
山　
　

修
（
新
潟
南
）

　

山
浦　
　

悟
（
新　

井
）　

齋
藤　

哲
生
（
新
発
田
商
業
）

　

佐
藤
由
架
利
（
新
潟
翠
江
）　

内
田　

卓
利
（
三　

条
）

　

仲
野　
　

孝
（
新
潟
商
業
）　

韮
沢　

俊
洋
（
長
岡
工
業
）

　

本
山　

和
之
（
高
田
北
城
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
行
動

制
限
も
３
年
ぶ
り
に
緩
和
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
北
信
越
大
会
新
潟
大
会
を
無
事
に

開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者

各
位
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

子
供
達
も
様
々
な
制
限
で
不
完
全
燃

焼
を
続
け
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

（
調
査
広
報
委
員
長
）

　

去
る
八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
の
二
日

間
、
宮
城
県
仙
台
市
の
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台

（
仙
台
市
体
育
館
）
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
「
豊

か
な
杜
に
つ
む
ぐ
虹
の
光
」
～
し
な
や
か
な
強

さ
で
生
き
抜
く
力
～
を
テ
ー
マ
に
第
七
十
二
回

全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
第
一
日
目
は
会
場
を
６
つ
に
分
け
、
分

科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
１
地
域
教
育
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
グ
ロ
ー
カ
ル
の
光
」

「
２
学
校
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
広
が
る
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
光
」「
３
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
教
育
、

強
く
生
き
る
た
め
の
多
様
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
光
」「
４
情
報
交
換
会
、w

ith

コ
ロ

ナpost

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
光
」「
５

防
災
・
減
災
教
育
、
い
の
ち
と
希
望
を
未
来
に

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
光
」「
６
主
権
者
教

育
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
育
む
新
た
な
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
光
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
分
科

会
に
全
体
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
光
」
を
交
え
、

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
２
分
科
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
学
校
現
場
で
の
情
報
教
育
の
最
新
の
動
向

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報

教
育
の
研
究
者
と
生

徒
へ
指
導
す
る
現
場

を
ま
と
め
る
指
導
主

事
、
子
ど
も
を
学
校

に
通
わ
せ
て
い
る
保

護
者
の
三
名
を
迎

え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
者
の

立
場
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

教
育
の
現
状
と
今
後

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
　
宮
城
大
会
報
告

新
潟
西
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

土
　
田
　
貴
　
子

な
ら
な
い
課
題
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
二
日
目
は
表
彰
と
全
体
会
講
演
が
行
わ

れ
、
本
県
か
ら
の
表
彰
は
長
岡
高
等
学
校
が
優

良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
ほ

か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
、
全
国
大

会
会
長
表
彰
、役
員
等
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、
仙
台
育
英
学
園

高
等
学
校
硬
式
野
球
部
監
督
、
須
江
航
様
を
講

師
に
迎
え
「
伝
わ
る
言
葉　

～
失
敗
か
ら
学
ぶ

～
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仙

台
秀
光
中
等
教
育
学
校
野
球
部
で
は
全
国
中
学

校
軟
式
野
球
大
会
で
優
勝
、
二
〇
一
八
年
よ
り

仙
台
育
英
学
園
高
校
の
野
球
部
の
監
督
に
就
任

し
、
二
〇
二
二
年
八
月
、
第
一
〇
四
回
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
お
い
て
優
勝
、
東

北
勢
初
の
全
国
制
覇
に
導
き
ま
し
た
。
優
勝
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
「
青
春
っ
て
す
ご
く
密
な
ん

で
す
」
と
い
う
言
葉
は
新
語
・
流
行
語
大
賞
の

選
考
委
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
甲
子
園
か
ら
仙
台
に
戻
ら
れ
た
ば
か

り
と
い
う
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
、
疲
れ

の
様
子
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
情
熱
の
こ

も
っ
た
ご
講
演
で
し
た
。
ご
自
身
の
生
い
立
ち

や
仙
台
秀
光
中
等
教
育
学
校
で
の
野
球
部
立
ち

上
げ
か
ら
全
国
優
勝
ま
で
の
苦
労
、
仙
台
育
英

学
園
高
校
へ
移
っ
て
か
ら
の
指
導
方
針
な
ど
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
一
般
社
会
で
も
充
分
通
用

す
る
お
話
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
行
動
や

身
振
り
手
振
り
で
伝
え
る
の
で
は
な
く
、「
言

葉
で
伝
え
る
」
大
切
さ
、「
言
葉
を
聴
き
取
る
」

大
切
さ
を
こ
の
ご
講
演
で
心
に
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
は
次
年
度
開
催
予
定
の
茨

城
県
の
実
行
委
員
の
方
が
徳
川
光
圀
と
か
げ
ろ

う
お
銀
の
姿
で
登
場
し
、
全
国
高
Ｐ
連
旗
の
引

き
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
も
実
り
あ
る

大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
報
告
と
い

た
し
ま
す
。
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